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未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平成19年度　財政公表（Ｐ２）

■行政協力員さんが決まりました（Ｐ３）

■今年度の下水道工事予定（Ｐ４～５）

■春の行政相談週間（Ｐ６）

■町長室の窓（Ｐ７）

■まちの話題（Ｐ８～９）

■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>

子どもの日を前に、４月19日、大野日向平地区で

は地域の住民らが協力してこいのぼりを揚げました。

隣近所などから持ち寄った約30匹のこいのぼりは、

大きな空を仲良く元気よく泳いでいました。

大きな空の中で
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平成19年度予算の収

入・支出状況（３月31日

現在）を公表いたします。

財政公表は、町民のみな

さんに町の財政がどのよう

な状況になっているかを知

っていただくため、年２回

公表しています。

※下水道事業会計・漁業集落環境整備事業会計・介護保険事業会計の予算

額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。

◆町有財産の状況

（証券・出資金・基金）

23億4,767万8,844円

191万980m2 5万2,625m2

10 台

（土　地） （建　物）

（消防車）

※各予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。



木 戸 甫 行
丸 山 拓 也
下 瀬 博 義
小 山 正 則
立 村 富 夫
萩 　 笑 子
尾 上 　 勇
藤 本 　 磨
中 嶋 　 博
小 西 靖 雄
生 中 太 吉
福 本 達 弥
皆 田 正 男
曽 田 幸 典
尾 崎 文 彦
末 　 幸 雄
内 山 　 清
長 谷 川 好 文
山 縣 洋 子
古 谷 増 三
竹 下 一 美
佐 々 木 忠
河 藤 昭 司
成 川 　 豊
吉 武 秀 幸
叶 山 　 博
石 田 智 惠 美
上 坂 輝 義
西 本 正 藏
池 上 忠 夫
田 平 貴 敏
高 木 良 郎
伊 　 光 造
大 野 延 幸
森 上 　 宏
石 津 則 彦
石 津 和 男
小 川 和 一
鍛 冶 　 彰
伊 藤 保 男
東 　 芳 正
奈 良 田 務
守 友 晴 彦
水 木 明 日 香
金 弘 武 人
上 田 昭 雄
武 内 宏 視
福 田 　 勝
弘 埜 柳 一
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小和田
西分
上殿
田布路木
山田
平生萩原
長迫
松尾
礒崎
竪ヶ浜東
竪ヶ浜中
竪ヶ浜西
荒木
新開
人島
高須
沼
西原
上横一区
上横二区
上横三区
上横団地
下横一区
下横二区
下横三区
日の出一区
日の出二区
吉原
十三割団地
平生促進
三新住宅
松庫住宅
栄町
大正町
西浜
角浜
西の町
戎町
新市
裏町
坂の下一区
坂の下二区
坂の下三区
土手町東一区
土手町東二区
土手町東三区
土手町東四区
土手町東五区
土手町西

石 津 　 人
岡 本 優 子
若 山 榮 治
山 根 義 雄
田 代 勇 次
岩 北 　 博
村 田 英 治
山 　 洋 子
河 本 史 朗
大 田 忠 男
河 田 利 夫
松 野 　 茂
福 井 將 夫
入 船 　 保
松 田 浩 一
岩 　 憲 一
渡 邉 義 満
中 本 一 幸
栗 原 一 志
奥 村 英 子
中 原 建 一
井 手 健 太 郎
河 本 圭 二
林　　 秀　彦
吉 田 博 己

桜町
野島
新町東
新町西
新町南
新町つくし
新湊
下豊田
壱の割
西十八割
光輝病院住宅
礒崎団地
湊の内
新町団地
中湊
東十八割
東壱の割団地
西高須
吉原東
湊ノ浜

南下
南上
園田
蔭平
日向平
中村
中村団地
中村南
長谷前
長谷後
河田
弁上
今井
今井団地
喜多
大野萩原
水越
大久保
みのげ
大野促進
大野東団地
大野西団地
今井西団地
大野南団地
和泉

仲 　 虎 一
桐 田 義 信
大 内 正 光
大 田 勝 治
山 本 　 昇
新 村 秀 男
隅 　 節 次
明 石 法 雄
吉 野 好 夫
國 司 幸 丸
田 村 憲 一 郎
小 田 康 彦
松 　 美 智 子
森 清
笹 木 清 人
礒 部 和 文
沖 野 　 豊
住 中 敬 司
松 本 　 元
山 本 光 夫
中 村 幸 男
村 田 眞 作

濱 岡 泰 三
森 脇 唯 夫
竹 村 佳 生
井 上 正 朗
邑 上 嘉 將
藤 永 正
松 原 賢 治

村 　 謀
浅 海 　 晋

本 幸 嗣
奥 原 紀 之
増 本 　 晃
藤 村 政 嗣
山 名 喬 二

孝
野 上 真 一
鳥 枝 達 典
盛 田 節 男
森 野 洋 一
中 本 一 郎
中 村 定 實
二 反 田 和 憲

木 卓 二
河 内 慶 喜
山 本 宗 一
南 　 弘 明

東水場
新地
向井原
向井原下
向井原上
奥下
畑
平原
地方上
地方下
沖
隅田
隅田住宅
中隅田
沖団地
六枚
小山
長尾
新長尾
光輝病院寮
曽根ハイツ
メゾン中隅田

尾国一区
尾国二区
尾国三区
尾国四区
尾国五区
小郡
秋森
黒羽根
東魚見
西魚見
浜田
小森
森の下上
森の下沖
浜崎
神田
大田
やぶ
上組
伊保木
名切
丸山
田名上
田名中
田名沖
佐合吾 郷 秀 一

布 浦 　 充
百済部
西水場

平　生　地　区

大　野　地　区

佐　賀　地　区

曽　根　地　区

行政協力員さんが決まりました

みなさんの住んでいる自治会と行政との架け橋となる行政協力員さん

は、「まちづくり」を円滑に進めていく上で必要不可欠な存在となってい

ます。住民の方々にとって、行政をより身近に感じることができるパイプ

役としてご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。（敬称略）

明 石 祐 介
大 田 　 眞
堀 　 清 人
佐 田 良 夫
杉 本 博 和
島 本 雅 代
大 島 克 己
河 野 祐 治
平 井 伸 一
小 山 達 男

次 郎
河 内 澤 子
安 達 　 研
淺 野 　 登
村 中 　 勉
江 口 美 佐 子
長 藤 芳 男
米 滿 　 滋
松 村 光 一
弘 重 雅 夫

今年度の
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〜

平
成
20
年
度
の
工
事
は
、
図
面
の
箇
所
を
実
施
す
る
予
定
で
す
〜

※
工
事
の
箇
所
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

下
水
道
工
事
は
、
公
道
（
町
道
な
ど
）
に
下
水
道
管
を
埋
設
す
る
工
事
で
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
に
は
、
で

き
る
だ
け
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
工
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
一
時
的
な
通
行

止
め
や
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

町
役
場
　
建
設
課
　
下
水
道
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

公共下水道事業 今
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
下
水
道
に
汚
水
を
流
入
さ

せ
る
排
水
設
備
を
設
置
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

く
み
取
り
便
所
は
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
を
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
廃
止
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
下
水
道
法
や
条
例
で
処
理
区
域
内
の
建
物

所
有
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
水
洗
化
は
下
水
道
の

使
用
を
開
始
で
き
る
日
（
供
用
開
始
の
日
）
か
ら
３
年
以

公
共
下
水
道
事
業
・
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

水
洗
化
の
お
願
い

内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
排
水

設
備
を
設
置
し
、
水
洗
化

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

排
水
設
備
工
事
は
、
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

（
次
頁
を
参
照
）
に
依
頼
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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●下水道につなぐには？
下水道が使える区域で、まだ排水設備工事をされていない人

は、下記の平生町排水設備指定工事店に工事を依頼して、早め

に下水道につなぎましょう。
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５月19日月から25日日は

春の行政相談週間

総務省では、行政相談制度を広く国民に知っていただき、利用

していただくために、平成20年度も５月19日月から25日日まで

の１週間を「春の行政相談週間」とし、各種の行事を実施するこ

ととしています。

役所の仕事（都道府県・市町村の仕事のうち国から受託してい

る仕事など）について、「気になっていることや困っていること

がある」「制度や手続きがわからない」などといった相談ごとを

お持ちの人は、お気軽に行政相談をご利用ください。

■問合せおよび相談電話番号など

◇山口行政評価事務所

Tel0570－090110（行政苦情１１０番）

または　Tel083（932）1100

ＦＡＸ　083（922）1591

電子メール　110yamaguchi@soumu. go.jp

◇平生町の行政相談に関すること

町役場　総務課　　　　Tel（56）7111

◇平生町の人権相談に関すること

町役場　健康福祉課　　Tel（56）7115

平生町においては、５月12日月

に人権行政相談（午前10時～平生

町役場本庁、午後１時～佐賀公民館）

を、６月１日には特設人権相談・行

政相談（午前10時～午後３時　中

央公民館）を行います。

また、山口行政評価事務所でも行

政相談を受け付けていますので、役

所の仕事で困ったことがありました

ら、いつでもご相談ください。

全国的な豪雨や相次いで起きている地震では、高齢者などの災害時要援護者の避難の遅れや避難途中

の被災、避難所での震災関連死が多く発生し、災害時要援護者支援対策の必要性や、災害時における地

域のつながり、地域コミュニティの大切さが改めて認識されています。

災害時要援護者に対する問題は、将来誰もがその当事者となりうる問題であり、地域での取り組みを

基盤としますが、行政による支援が不可欠な問題となっています。

地域とそれを支える町、関係機関が連携し、災害時要援護者支援対策の着実な取り組みを推進するた

め、町は、３月に「平生町災害時要援護者支援マニュアル」を制定しました。このマニュアルを基にし

て、災害時要援護者に対する避難支援などの仕組みを作り上げていきます。

平成20年度においては、高齢者を中心とした要援護者名簿、避難支援プランの作成、避難訓練など

の災害時要援護者支援対策を実施していきますので、ご協力をお願いします。



新
緑
に
命
が
躍
る
５
月
、
大
星

山
の
風
車
が
薫
風
を
受
け
て
元
気

に
回
っ
て
い
ま
す
。
来
年
の
今
ご

ろ
は
、
全
部
で
７
基
の
風
車
が
稼

動
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
心
が

弾
み
ま
す
。
工
事
の
順
調
、
無
事

完
成
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
携
帯
電
話
の

普
及
は
め
ざ
ま
し
く
、
先
ご
ろ
つ

い
に
１
億
台
を
突
破
し
た
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
。ケ
ー
タ
イ
は
今
や
、

生
活
必
需
品
と
な
り
、
そ
の
利
便

性
、
機
能
性
も
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
ど
ん
な
文

明
の
利
器
も
使
い
方
次
第
で
は

“負
”の
側
面
を
生
み
出
し
ま
す
。

特
に
子
ど
も
へ
の
影
響
が
心

配
で
す
。

小
学
生
高
学
年
か
ら
中
、
高
校

生
ま
で
、
日
本
ほ
ど
ケ
ー
タ
イ
所

持
率
の
高
い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
の
親
は
、
防
犯
面
か
ら

持
た
せ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
逆

に
、
“
出
会
い
系
サ
イ
ト
”
を
通

じ
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

が
多
発
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
18
歳

未
満
の
被
害
者
で
す
。

ま
た
、
中
に
は
１
日
何
時
間
も

メ
ー
ル
に
没
頭
、
食
事
中
や
入
浴

中
も
ケ
ー
タ
イ
が
離
せ
な
い
“
依

存
症
”に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
。

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
掲
示

板
や
裏
サ
イ
ト
へ
の
書
き
込
み

は
、
そ
の
匿
名
性
ゆ
え
に
、
他
人

へ
の
誹
謗
、
中
傷
が
横
行
し
、
子

ど
も
の
人
格
形
成
を
も
ゆ
が
め
て

し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
、

有
害
情
報
に
対
し
、
そ
の
閲
覧
を

制
限
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」

も
、
利
用
す
る
保
護
者
は
極
め
て

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
規
制
が

業
界
の
自
主
規
制
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
た
め
、
事
実
上
は
野
放
し
状

態
で
、
法
的
な
規
制
に
つ
い
て

「
表
現
の
自
由
」
も
新
た
な
視
点

か
ら
議
論
し
直
し
、
検
討
す
べ
き

時
期
だ
と
考
え
ま
す
。

本
来
、
ケ
ー
タ
イ
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
の
道
具
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
、
人
間
が
主
体
で

す
。
そ
こ
で
、
私
の
提
案
で
す
が
、

せ
め
て
週
に
１
日
『
ノ
ー
携
帯
デ

ー
』
を
設
け
て
、
意
識
的
に
ケ
ー

タ
イ
を
使
わ
な
い
ル
ー
ル
を
親
子

で
話
し
合
っ
て
、
決
め
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
特
質
は
、
ア

ナ
ロ
グ
人
間
の
私
に
は
、
ど
う
も

人
間
の
感
性
や
情
緒
と
は
対
極
に

あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
の
２
進
法

で
処
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時

代
で
す
が
、
白
か
黒
か
で
割
り
切

れ
な
い
人
間
の
“
情
”
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
潤
い
の
あ
る
社
会
に
な

る
は
ず
で
す
。

こ
う
し
た
時
代
だ
け
に
、
お
互

い
に
向
き
合
っ
て
、
顔
色
や
声
や

ま
な
ざ
し
、
息
づ
か
い
が
伝
わ
る

生
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ

そ
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
ノ
ー
携
帯
デ
ー
』
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

県道伊保庄平生線（ひらお特
産品センター前～山口銀行前）
沿いを花や緑で飾り、まちを訪
れる人に「うるおい」と「やす
らぎ」を与え、イメージアップ
を図ろうと、年２回植栽を行っ
ています。
みなさんふるってご参加くだ
さい。

ふるって
ご参加ください！

フラワーベルトの植栽

【植栽式】
５月24日土 午前９時
町スポーツセンター
グラウンド管理棟付近

【花　種】
ニチニチソウ ポーチュラカ

約１万株

●日時　月～金曜日（祝日、年末
年始除く。月水金：午前８時30
分～午後５時15分、火木：午前
８時30分～午後９時）
◇子どもふれあいテレホン
Tel０８３（９８７）１２４１
◇保護者ふれあいテレホン
Tel０８３（９８７）１２４３
◇教職員ふれあいテレホン
Tel０８３（９８７）１２４４
◇ふれあい総合テレホン
Tel０８３（９８７）１２４０
◇いじめ１１０番
Tel０８３（９８７）１２０２
●毎日24時間受付
◇ふれあいメール
soudan@center.ysn21.jp 
◇ふれあいファックス
ＦＡＸ０８３（９８７）１２５８

教育相談・発達相談

■問合せ先
子どもと親のサポートセンター
ふれあい教育センター
（やまぐち総合教育支援センター内）
Tel０８３（９８７）１２４０

■問合せ先
町役場町民課　Tel(56)7113
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春の全国交通安全運動

平成20年春の全国交通安全運動が、４月６日

から15日にかけて行われました。

平生警察署管内では、４月２日に交通安全運動

に先がけ、平生婦人会らが警察署に交通安全マス

コットを寄贈、同月９日にこの寄贈されたマスコ

ットなどを配布してドライバーなどへ交通安全を

呼びかける交通安全マスコット作戦が、14日は

ア
ル
ミ
缶
の
収
集
に
よ
り
寄
贈

４
月
７
日
、山
口
県
漁
業
協
同
組
合
平
生
町
支
店
女
性
部
が
、

ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
収
集
活
動
で
得
た
お
金
で
購
入
し
た
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
１
式
を
平
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

△社教の山本会長と漁協女性部のみなさん
スポーツ少年団大会

４月20日、平成20年度平生町スポーツ

少年団大会が町体育館で開かれ、９団体

209人の団員と指導者らが参加しました。

指導者宣言や各団団長などの任命に続い

て、団員を代表して平生サッカースポーツ

少年団団長の鳥打啓太さんが、誓いのこと

ばを元気に述べました。そして、平生ライ

オンズクラブからは活動教材機器費の贈

呈、その後は優秀団員表彰なども行われ、

平生町スポーツ少年団の新しい１年が始ま

りました。

漁
協
女
性
部
に
よ
る
ア

ル
ミ
缶
収
集
は
、
平
成
13

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お

り
、
活
動
を
知
っ
た
多
く

の
人
た
ち
か
ら
も
ア
ル
ミ

缶
が
集
り
、
こ
の
た
び
は

数
ト
ン
も
の
ア
ル
ミ
缶
を

換
金
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

過
去
に
も
車
イ
ス
や
高
齢

者
疑
似
体
験
教
材
セ
ッ
ト

な
ど
を
寄
贈
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
３
度
目
の
寄

贈
と
な
り
ま
す
。

平生幼稚園へ園児を

送迎する保護者への

「チャイルドシート

着用指導」、15日に

は高齢者宅を個別訪

問して交通安全を呼

びかける「スポット

エリア作戦」など、

さまざまな交通事故

防止運動が行われま

した。

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
作
戦

△スポットエリア作戦

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と
ポ
ン
プ
ラ
め
し

今
年
発
足
し
た
「
き
て
み
て
！
ひ

ら
お
の
会
」
主
催
に
よ
る
「
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
と
ポ
ン
ポ
ラ
め
し
」行
事
が
、

平
生
町
沼
に
お
い
て
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
。自

ら
が
掘
り
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
は

天
ぷ
ら
と
し
て
、
ま
た
竹
で
作
っ
た

器
に
は
タ
ケ
ノ
コ
入
り
混
ぜ
ご
飯

「
ポ
ン
ポ
ラ
め
し
」
を
、
参
加
者
全

員
が
交
流
を
交
え
な
が
ら
作
り
、
お

い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

△佐賀小学校（４月８日／13人）

△平生小学校（４月８日／86人）

ご入学・ご入園
おめでとうございます！

△平生中学校（４月８日／108人）

△平生幼稚園（４月10日／22人）

安全・安心を目指して

東京都の都営住宅でおこった暴力団員発

砲事件を繰り返してはならないと、４月

10日、平生警察署と平生町、田布施町、

上関町の３町との間で、「暴力団員による

町営住宅等の使用制限に関する協定書」が

町役場会議室において調印されました。

この協定により、３町が町営住宅への暴

力団員の入居を制限する際、これまで以上

の緊密な警察署との連携が約束されまし

た。

ナ
ス
を
植
え
て
自
然
を
体
験

４
月
20
日
、
ナ
ス
の
植
え
付
け
や
菖
蒲
園
づ

く
り
に
よ
っ
て
自
然
を
体
験
し
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
深
め
る
「
自
然
体
験
学
習
」
が
大

野
公
民
館
前
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
き
な
ポ
ッ
ト
に
支
柱
を
立
て
、
ナ
ス
の
苗

の
植
え
付
け
を
指
導
者
に
教
わ
り
な
が
ら
行

い
、
そ
の
後
は
、
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
の
休

耕
田
で
し
ょ
う
ぶ
園
を
作
り
ま
し
た
。

大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

△左から藤田警察署長、山田町長、柏原町
長（上関町）、長信町長（田布施町）
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妊婦健康診査が
拡充されました 平生町では、健康な妊娠・出産における経済的負担を軽減するために、

４月から、妊婦一般健康診査の助成を２回から５回に拡充しました。

●妊婦一般健康診査受診票の発行方法

４月以降に妊娠届を出された人は、母

子健康手帳交付と同時に「妊婦一般健康

診査受診票」を発行します。（３月以前

内
臓
ま
わ
り
の
脂
肪
細
胞
か
ら
は
、
身
体
の
働
き
を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
分

泌
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
分
な
内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、
血
中
の
脂
質
を
増
や
し
、

血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
悪
玉
の
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
る
の
で
、
生
活
習

慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

し
か
し
、
内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
に
比
べ

て
た
ま
り
や
す
い
が
、
減
ら
し
や
す
い
と
い

う
性
質
が
あ
り
、
運
動
を
し
た
り
食
生
活
を

改
善
す
れ
ば
減
っ
て
き
ま
す
。

お
な
か
を
摘
ん
で
わ
か
る
の
は
皮
下
脂

肪
。
内
臓
脂
肪
は
摘
め
ま
せ
ん
か
ら
、
腹
囲

を
測
り
ま
す
。
あ
な
た
の
お
へ
そ
周
り
は
、

何
セ
ン
チ
で
す
か
？

〜

内
臓
脂
肪
が
な
ぜ
悪
い
？

〜

シ
リ
ー
ズ

No.563

あじは青背魚の中でも比較的くせがなく扱いやす

いので、お魚初心者にもおすすめです。

《材　料》　４人分

《作り方》

①あじは３枚におろし、一口大の削ぎ切りにして塩、

こしょうをふり、小麦粉をまぶす｡180℃の揚げ

油でからりと揚げる。

②玉ねぎ、ニンジンは千切りにして水にさらし、レ

タスは手でちぎる。①と盛り合わせる。

③ねぎ、にんにく、しょうがはみじん切りにしてＡ

の調味料と合わせ、②にかける。

あじ ４尾

塩 小さじ1/2

こしょう 少々

小麦粉 適量

玉ねぎ 140ｇ

ニンジン 80ｇ

レタス ３枚

しょうゆ 大さじ３

酢 大さじ１

豆板醤 小さじ１

ごま油 小さじ１

ねぎ 20ｇ

にんにく ８ｇ

しょうが 20ｇ

あじのから揚げ中華味

「
メ
タ
ボ
撃
退
、
大
作
戦
！
」

No.

２

Ａ

●妊婦一般健康診査受診票を使用する時期の目安と検査内容

妊婦一般健康診査は、赤ちゃんが順調に育っているか、お母さんの身体に負担がかかっ

ていないかどうかを確認する大切な機会です。また、超音波検査は胎児（赤ちゃん）の発

育、羊水量の診断、胎盤の付着部位などを調べる検査です。安心して妊娠期間を過ごすた

めにもかかりつけの産婦人科で定期的に健康診査を受けましょう。

■問合せ先 平生町保健センター Tel（５６）７１４１

４月から

に妊娠届を出された人

については、保健セン

ターから直接ご連絡を

しております。）

また、これまで対象者に限り１回分助成を行っていた超音波検査については、４月からすべての妊婦を対象に

１回目と５回目分の２回について助成いたします。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 156

『
ひ
ら
お
』
に
来
て
み
て
〜
ね

き
て
み
て
！
ひ
ら
お
の
会

平
生
町
の
農
林
水
産
資
源
を
活

か
し
た
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
動

に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す

グ
ル
ー
プ
「
き
て
み
て
！
ひ
ら
お

の
会
」
が
、
３
月
14
日
に
発
足
し

ま
し
た
。

平
生
町
に
は
、
海
・
山
・
豊
か

な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農

林
水
産
資
源
を
活
か
し
、
こ
だ
わ

り
を
持
っ
た
生
産
・
加
工
活
動
、

農
山
漁
村
の
多
様
な
自
然
保
護
を

維
持
す
る
た
め
の
地
域
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。町
内
に
は
、

こ
う
し
た
活
動
や
暮
ら
し
の
中
で

培
っ
た
、
野
菜
づ
く
り
、
郷
土
料

理
づ
く
り
、
加
工
品
づ
く
り
、
炭

焼
き
な
ど
の
技
術
を
持
っ
た
多
く

の
人
々
が
い
ま
す
。

「
き
て
み
て
！
ひ
ら
お
の
会
」

で
は
、
こ
う
し
た
技
術
を
消
費
者

と
の
交
流
活
動
で
活
か
し
て
、

「
農
・
林
・
漁
」
を
身
近
に
感
じ
、

理
解
し
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
平
生
町
に
来
て
ほ
し
い
、
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
！
と
い
う
思
い

で
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

４
月
に
た
け
の
こ
掘
り
、
５
月
に

こ
だ
わ
り
味
噌
づ
く
り
体
験
、
10

月
に
こ
だ
わ
り
野
菜
と
ハ
モ
料
理

体
験
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
グ

ル
ー
プ
や
個
人
、
親
子
、
町
外
か

ら
の
参
加
者
も
大
歓
迎
で
す
。
詳

し
い
内
容
は
、
町
内
の
各
公
民
館

や
ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ま
た
、
交
流
活
動
（
農
林
漁
業

体
験
、
郷
土
料
理
、
加
工
体
験
な

ど
）
の
ガ
イ
ド
役
と
し
て
取
り
組

ん
で
み
た
い
人
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
き

て
み
て
！
ひ
ら
お
の
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

５月…19日月、26日月、31日（土／月末整理日）
６月…２日月、９日月

《一般書》

《児童書》

沈黙のアイドル

赤川　次郎　著

菜種晴れ

山本　一力　著

孤塁の名人

津本　　陽　著　

そろそろ旅に

松井今朝子　著　

みずならのいのち

手島圭三郎　作・絵

こびとのおくりもの

よこたみのる　作

ジュン先生がやってきた！

後藤　竜二　作

「赤毛のアン」の島で

奥田　実紀　著　

そのぬくもりはきえない

岩瀬　成子　著

美貌と処世

林　真理子　著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「母の品格 」

多湖　　輝 著

わが子を心の真ん中に置いて、よ

その子も同じように見る。これぞ品
格あるお母さ

ん！子育てとは

この国の未来を

育てることでも

あります。素敵

なお母さんにな

る7つのステッ

プを紹介。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

こだわり味噌づくり体験
●日時 ５月21日水～23日金
●場所 ＪＡ南すおう平生支所前
みそ加工場
●定員 先着10人
●体験料 1,500円
●申込み期限 ５月15日木
■問合せ先
きてみて！ひらおの会事務局
（町役場経済課内）
Tel（５６）７１１７

！



最近、県内において、いわゆる「催眠商法」により契約を勧

誘する業者が散見されます。

●催眠商法とは

営業所など以外の場所や公衆の出入りする場所で「卵やパン

などの食品や日用品などをタダでプレゼントします」と呼び止

めて誘い、会場に同行すると磁気マットレス・健康食品・健康

器具などの高額な契約を勧める商法です。

【交通安全標語】

いらない時にはキッパリ断る！

「催眠商法」に注意しましょう！

歩行者を 気づかいやさしく 踏むペダル （平成20年「交通安全年間スローガン」内閣総理大臣賞）
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小包が届いたので開封してみると、数冊の書籍とともに代金

の振込用紙が同封されていました。注文をした覚えはないので

すが、支払った方がよいのでしょうか。

不要な商品が勝手に送りつけられた場合、消費者が承諾しな

い限り契約は成立しませんので，代金を支払う必要はありませ

ん。また、商品を使用せずに一定期間が過ぎれば、その商品は

処分しても問題ありません。

消費者に一方的に商品を送りつけて、消費者が返品または購入し
ない意思を示さない限り、購入を承諾したものとして代金を請求す
る販売方法は、「送りつけ商法」と呼ばれています。
注文していない商品が送りつけられた場合、商品が送られた日か
ら14日間（商品の引き取りを販売業者に請求したときには、請求
した日から７日間）を経過すれば自由に処分できます。
商品を受け取った以上、代金を支払わなければならないものと誤
解したり、商品が代金引き替えの場合など、家族の誰かが注文した
ものと勘違いして代金を支払ってしまうケースも多いようです。受
け取りの際には、送り主を確認し、心当たりがなければ受け取りを
拒否しましょう。
また、一定期間が過ぎれば自由に処分できるとはいっても、保管
期間中に商品を使用すると、商品の購入を承諾したとみなされ、代
金を支払わなければならなくなるので、注意が必要です。

◆◇ワンポイント◇◆

注文していない書籍が送られてきた

相

談

ア
ド
バ
イ
ス

◆必要ないならキッパリと断る
◆無料・格安という言葉にはご用心

○契約は「するもの」であり「させられるもの」ではありません。

○必要なものは、あらかじめ情報を集めて比較検討をしておきま
しょう。

○販売員の身なりや態度に惑わされな

いようにしましょう。

○迷うものは、きっぱり断りましょう。

(理由は必要ありません。)

○書類、資料はよく読みましょう。

○少しでも納得がいかない場合には、

その場で契約をしないことです。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 牧場の朝　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 茶つみ

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【５月】 納期限６月２日

固定資産税　　　第１期

軽自動車税　　　全　期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　町役場税務課　Tel（56）7114

柳井健康福祉センター相談日

〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

６月11日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

６月11日水 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

６月11日水 13：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

５月20日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

６月13日金 10：00～15：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所（旧 佐藤医院）

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･パ
ニック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること併任徴収制度がスタート

今年度県内最初となる併任徴収制度が本町

で４月21日より実施されました。

この制度は、県から税務職員の派遣を町が

受け、町税などの滞納整理の促進や町税務職

員の徴収技術の向上など、県と町とが協力し

て行っていくものです。

また、町では今年度から新たに徴収対策室

を設けるなど、町税に限らず、住宅使用料や

保育料など、税外収入についても徴収体制の

強化を行っています。

△併任徴収辞令交付式（４月21日）



平成20年５月号　広報ひらお 14

試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

自
衛
官
募
集

２
等
陸
・
海
・
空
士

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

●
試
験
日

第
１
回
　
５
月
25
日
日

第
２
回
　
６
月
22
日
日

●
試
験
会
場

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
募
集

平
成
23
年
に
開
催
す
る
「
お
い
で

ま
せ
！
山
口
国
体
」
の
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
の
歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
作
品
の
内
容

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
山
口
で
の
開
催

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
（
３
番
以

内
で
５
分
以
内
の
楽
曲
）

●
応
募
方
法

作
品
と
題
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業

（
学
校
名
）
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ

か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

６
月
30
日
月
（
当
日
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
応
募
は
、

６
月
30
日
の
午
後
５
時
ま
で

●
そ
の
他

最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
を
選
定

し
、
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、

最
優
秀
賞
作
品
は
曲
を
付

け
、
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
」
と
し
て
広
報
活
動

な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

歌
詞
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

第
66
回
国
民
体
育
大
会
山
口
県
準

備
委
員
会
事
務
局
（
〒
７
５
３-

８

５
０
１
　
山
口
県
山
口
市
滝
町
１
番

１
号
　
県
政
資
料
館
２
階
）

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
４
７
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
（
９
３
３
）
４
７
９
９

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.y

am
ag
u
ch
i.jp
/

g
y
osei/k

ok
u
tai/

山
口
県
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集

●
内
容

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
要

約
筆
記
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
基
づ
き
、
聴
覚
障
害
者
問
題
に
関

す
る
講
義
、
要
約
筆
記
の
基
本
的
な

実
技
（
手
書
き
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
コ

ー
ス
）
お
よ
び
現
場
実
習

●
日
時

６
月
７
日
土
〜
10
月
４
日
土
　
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）
他

●
受
講
条
件

県
内
在
住
者
で
、
全

課
程
終
了
後
、
山
口
県
要
約
筆
記
奉

仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
。
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
希
望
者
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
（W

in
d
o
w
s
9
8
S
E

以
降

の
Ｏ
Ｓ
）
を
持
参
し
、
基
本
操
作
や

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
人
。

●
定
員

各
コ
ー
ス
20
人
程
度

●
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
教
材
費

な
ど
２
５
０
０
円
必
要
）

●
申
込
期
限

５
月
27
日
火

■
問
合
せ
先

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ

ー
Tel
０
８
３
（
９
８
５
）
０
６
１
１

平
成

20
年
度
行
政
評
価
委
員
の
募
集

平
成
18
年
度
か
ら
本
町
が
取
り
組

み
を
始
め
た
行
政
評
価
制
度
に
つ
い

て
、
住
民
の
視
点
か
ら
評
価
を
し
て

い
た
だ
く
評
価
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
業
務
内
容

町
が
実
施
す
る
施
策
お
よ
び
事
務

事
業
を
、
行
政
外
部
の
有
識
者
の

方
々
と
一
緒
に
数
回
の
会
議
の
中
で

住
民
の
視
点
で
評
価
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
任
期
は
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
）

●
募
集
人
数

２
名
（
町
政
に
関
心
が
高
く
、
行

政
評
価
に
対
し
て
意
欲
の
高
い
人
）

●
応
募
要
件

平
生
町
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
人

●
応
募
期
限

５
月
30
日
金

必
着

※
応
募
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
書
類
選
考
な
ら
び
に
厳
正
な
る

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課
行
政
改
革
推
進
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

６
月
７
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
〜
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

熊
南
総
合
事
務
組
合

臨
時
職
員
の
募
集

熊
南
総
合
事
務
組
合
で
は
、
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
場
所

熊
南
総
合
事
務
組
合
　
資
源
活
用

セ
ン
タ
ー
（
平
生
町
大
字
曽
根
４
３

３-

３
）

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間

月
〜
金
曜

日
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
勤
務
内
容

事
務
処
理

●
募
集
人
員

若
干
名
（
平
生
町
も

し
く
は
田
布
施
町
在
住
者
）

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

（
時
間
給
１
時
間
６
７
０
円
）

●
申
込
期
限

５

月
26
日
月

●
申
込
方
法

履
歴
書
を
熊
南
総
合

事
務
組
合
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

熊
南
総
合
事
務
組
合

Tel
（
５
７
）
０
５
３
０

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

■
問
合
せ
先

自
衛
隊
　
柳
井
地
域
事
務
所

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９
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＜ 以下は広告欄です ＞

お
知
ら
せ

相
　
　
談

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
、
使
用
し

て
い
る
場
合
、
障
害
の
区
分
や
等
級

に
よ
る
一
定
の
要
件
の
も
と
、
普
通

自
動
車
を
含
め
た
１
台
に
限
り
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
て
減
免
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
人
、
新
た
に
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
減
免
の
申
請
を
さ
れ
る
人
は
、

５
月
26
日
月
ま
で
に
次
の
書
類
を
持

参
の
上
、
町
役
場
税
務
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
軽
自
動

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

け
し
の
中
で
も
麻
薬
成
分
を
含
ん

で
い
る
も
の
や
、
大
麻
（
あ
さ
）
は

勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。大

麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

を
発
見
し
た
時
や
見
分
け
方
が
分
か

ら
な
い
時
は
、
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
環
境
保
健
所
）
ま
た
は
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
薬
事
班

労
働
問
題
で
お
困
り
の
人
へ

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た

専
門
相
談
員
が
応
対
す
る
「
労
働
ほ

っ
と
ラ
イ
ン
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
３
２

●
相
談
内
容

賃
金
、
セ
ク
ハ
ラ
、

休
暇
、
残
業
、
解
雇
な
ど
各
種
の
労

働
相
談

●
相
談
員

社
会
保
険
労
務
士

●
相
談
料

無
料

■
問
合
せ
先

山
口
県
労
働
政
策
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
１
６

無
料
法
律
相
談

●
日
時

５
月
16
日
金
　
受
付
　
午

後
１
時
〜
３
時

●
場
所

山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所

岩
国
支
部
　
３
階
会
議
室

●
相
談
内
容

金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者

山
口
県
弁
護
士
会

（
岩
国
地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

■
問
合
せ
先

山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国
支

部
Tel
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

平
成
20
年
度
巡
回
就
学
相
談

小
学
校
入
学
前
の
幼
児
を
対
象

に
、
医
学
・
教
育
・
心
理
学
な
ど
の

専
門
家
が
、
県
内
を
巡
回
し
て
就
学

に
関
す
る
面
接
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
お
子
さ
ん
の
こ
ん
な
こ
と
に

目
や
耳
、
ま
た
は
体
が
不
自
由
で

あ
る
。こ
と
ば
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

落
ち
着
き
の
な
さ
や
こ
だ
わ
り
な
ど

が
気
に
な
る
。
心
身
の
発
達
が
遅
れ

て
い
る
。
養
育
や
就
学
に
つ
い
て
不

安
が
あ
る
。

●
相
談
担
当
者

医
師
、
大
学
教
授
、
臨
床
心
理
士
、

特
別
支
援
学
校
の
教
育
相
談
担
当

者
、
地
域
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど

●
実
施
期
日

６
月
20
日
金

●
申
込
期
限

５
月
30
日
金
　

●
場
所

山
口
県
柳
井
総
合
庁
舎

●
相
談
料

無
料

■
問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
教
育
セ
ン
タ
ー
（
や
ま

ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

Tel
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
６

県
税
の
「
夜
間
・
休
日
の
納
税

（
相
談
）
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
ま
す

県
税
事
務
所
で
は
、
平
日
昼
間
に

納
税
ま
た
は
納
税
相
談
が
で
き
な
い

事
情
の
あ
る
人
の
た
め
に
、
「
夜

間
・
休
日
の
納
税
（
相
談
）
窓
口
」

を
開
設
し
ま
す
。
※
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
２
日
月
で
す
。

●
日
時

５
月
29
日
木
、
30
日
金
、
６
月
２

日
月
　
午
後
８
時
ま
で
／
　
６
月
１

日
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
県
税
事
務
所

Tel
（
２
３
）
２
１
２
１

日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時

６
月
２
日
月
〜
７
日
土

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
所
要
時
間

１
時
間
程
度
）

●
場
所

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業

団
　
日
積
浄
水
場
（
柳
井
市
日
積
３

８
５
４
番
地
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

Tel
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３

車
税
納
税
通
知
書
、
運
転
者
の
免
許

証
、
印
章

※
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
と
す

る
人
が
運
転
す
る
場
合
は
、
生
計
同

一
証
明
書
（
健
康
福
祉
課
で
発
行
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
税
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
４

Tel
（
２
２
）
３
６
３
１

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の

住
民
票
、
写
真
２
枚
（
４
・

５

cm
×
３
・
５
cm
）、
免
許
証
、
更

新
中
免
許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
は
免

許
証
の
コ
ピ
ー
、
再
交
付
の
場
合
は

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人

は
メ
ガ
ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７



平成20年５月号　広報ひらお 16

《５月16日～６月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。平生中学校　村上仁美平生中学校　宮村詩織

「のびゆくまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

受け継ごう
平生の文化と伝統を

育てよう
未来を担う若い力を




